
総合型地域スポーツクラブ 
川口クラブ

一般社団法人SFB川口

中学校部活動から地域クラブへの移行を実現する。



川口クラブ運営組織



川口クラブ運営組織

野球部門

一般社団法人　SFB川口 
総合型地域スポーツクラブ運営事業

会員
（R6年12月現在）

３年： 22名
２年：111名
１年：101名　　　合計　234名

会費
月会費：3,000円
入会費/年更新費：2,000円

活動日 毎週日曜日（月４回）
代表チーム：平日ナイター（週１）

スタッフ
３６名
内訳：教師３４　理学療法士１　学生１
（JSPOコーチ３取得者２名）

部活動との連携
中体連の大会はクラブとしては出場しない
活動日の連携（部活は土曜）

会員
３年：  6名　小学生： 5名
２年：23名
１年：18名　　合計　52名

会費
月会費：3,000円
入会費/年更新費：2,000円

活動日
毎週土曜日午後or日曜日を基本
希望者：平日ナイター（週１）

スタッ
フ

５名
内訳：教師５

連携
中体連の大会はクラブとしては出場しない
活動日の連携（部活は土曜AM）

参考）
川口市中体連野球部所属
１・２年生374名
→約６０％が川口クラブに加入

テニス部門



部活動地域移行の課題

▲2.部活動の時間が削減　ニーズへの対応
→川口市は令和６年度からほとんどの学校が部活動は勤務時間内で終了
→もっとやりたい生徒、部活指導にやりがいを抱いていた教員の失意感
→受益者負担増により、経済的に厳しい家庭をスポーツから遠ざけてしまう

▲1.指導者の確保
部活動地域移行の課題

▲3.運営者の負担大、会計業務の不慣れ
→日程調整や連絡、出欠席の管理、手続き、事務処理など
→会費の徴収、道具代などの集金・会計業務

→負担感や家族からの理解が得づらい
→教員から指導を受けたい生徒保護者のニーズ
→教員のワークライフバランス、働き方改革



▲1.指導者の確保に向けて
各種形態から、「有償ボランティア」で依頼

公立学校の教師等が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業について
⽂部科学省 初等中等教育局 初等中等教育企画課  スポーツ庁 地域スポーツ課



現在　有償ボランティア数（教師以外含む）　　３８名
　　　無償ボランティア数（教師のみ）　　　　　３名

▲1.指導者の確保に向けて　兼業までの流れ(川口市)

①事業依頼書
有償ボランティアを先生方へ依頼

指導・謝礼を希望する

②兼業許可願
所属学校長へ許可願

学校長

①事業依頼書 
②兼業許可願 
③副申

市教育委員会
④兼業許可

条件 
・学校業務を優先 
・勤務校における時間外在校等
時間と合わせて月100時間未
満、複数つき平均80時間以内

有償ボランティア

支部GMから指導時間、指導日数報告

⑤謝礼条件 
・半日（３h以上）1,500円 
・一日（６h以上）3,000円

⑥活動
報告書

・年間活動予定表 
・地域クラブ活動に係る報告（毎月） 
・受給謝礼額（毎月）

⑥４ヶ月に
１度まとめ
て報告

指導を希望する
謝礼は希望しない

依頼

無償ボランティア
スタッフ

条件 
・指導時間上限なし 
・報告書なし 
・謝礼はなし

先生個人

スタッフ

先生個人



→有償ボランティアとしての参加を依頼
→スタッフは市教委に兼業許可願を提出（任意）
→法人から謝礼支給（半日1,500円、1日3,000円）
→スタッフが多いため、家庭優先したり、本業とのバランスを自身で
　とることができる
→教員以外の一般指導者、学生指導者も導入
→選手の月会費を3,000円（これまでは1,000円）

▲1.指導者の確保に向けて
SFB川口が行ったこと



▲2.ニーズへの対応に向けて
生徒がやりたいカテゴリーを用意・活動量(時間)も選手が選択

カテゴリー 活動目標 加入方法 内容 活動時間
代表チーム 全日本クラブ選手権出場

全国制覇を目指す
代表候補選手となり選出される 県外遠征や強豪チームとの試合

トップレベルの仲間と高度な野球と競争
9-4月　1日活動

支部トップチーム JJBF(埼玉県中学生野球連盟）の大会へ出場
岩手全国大会へつながる

トップチームへの所属希望
ベンチ人数に応じて支部内で選考

部活動では味わえないレギュラー争いと試合
経験により自身を高め、高校へのステップ 1日活動が中心

支部ミドルチーム JJBF大会League2へ出場
試合を楽しみたい　出場機会を求めてる

ミドルチームへの所属希望
上級生優先　出場機会を確保

試合経験を積むことでより楽しさを味わう
自信がつき、高校野球へつながる選手も 半日 or 1日

支部育成チーム 基礎技能を高める 育成チームへの所属希望
ミドルチームへ入れなかった下級生など

基礎技能を高める
部活動での試合に向けてじっくり練習 半日

テニストップ 部活動で県大会出場を目指す
高校大学社会人でも続けられるような選手

トップチームへの所属希望 練習や対外試合で技能向上を図る 半日 or 1日

テニスフューチャー ソフトテニスを楽しむ
ソフトテニスのスキルを積む

フューチャーチームへの所属希望
練習中心にじっくり楽しく取り組む 半日 or 1日



▲2.ニーズへの対応に向けて
個に応じた高度な練習機会の提供

SPO+training
ネクストベース株式会社のオンライ
ントレーニングを導入
個の体力値、成長段階に応じてト
レーニングを提示してくれる

希望参加型の平日ナイター練習
ポジション別練習会やバッティング練
習会などを開催
希望者が参加
参加者からナイター照明代などを徴収

帝京大学
ピッチング動作解析
代表チームの投手を対象
に、動作解析を依頼
ラプソード、スーパース
ロー、モーションキャプ
チャとハイテク機器を用い
ての解析

塩多トレーナー
専門指導
東京学芸大学特任教員の塩
多トレーナーから、動きづ
くり体づくりのトレーニン
グ指導を受ける

レベルの高い環境での指導や意欲的な生徒への指導は指導者のやりがいにもつながる



▲2.ニーズへの対応に向けて　
スポーツ継続支援事業による就学援助家庭への支援

●就学援助家庭に会費の支援
・月会費３分の１（1,000円）を
　SFB川口から補助　→月2,000円の請求

・「スクスク」システムのため、
　他者に知られることなく減額請求が可能に

・家庭から就学援助決定通知書コピーを
　添付メールで申請

SFB川口の３つの事業

●グローブの提供
・市内のグラブ制作メーカーから寄
付していただいたグローブを必要が
あれば提供



▲2.ニーズへの対応に向けて
→生徒がやりたいカテゴリーを用意
　　代表チーム（選抜）・トップ・ミドル・育成
→生徒のニーズに応じた活動量、活動時間
→毎週日曜日（週１）の活動機会の確保
→オンライントレーニング（企業提携）の導入
→専門家による高度な指導（アウトソーシング）
→平日ナイター練習の開催（代表チーム：定期、希望者練習：不定期）
→受益者負担増に対する就学援助家庭、生活保護家庭への支援
→ソフトテニスが参入して総合型地域スポーツクラブへ
→北支部と中央支部が岩手全国出場、中央支部は全国第３位



▲3.運営者の負担大、会計業務の不慣れ

SFB川口CREW（法人サポーター）を募集　　企業と連携

SFB川口CREW
法人サポーター

×
個別オンライン
トレーニング
2024年1月～

ウェア・グッズ販売
家庭直送
2024年2月～

会費回収
会員管理サービス
2024年7月～



▲3.運営者の負担大、会計業務の不慣れ

SFB川口CREW（法人サポーター）を募集　　寄付や助言

SFB川口CREW
法人サポーター

×
税理士 行政書士

ユニフォーム・ヘルメットを寄付により制作でき、選手の負担を軽減

会計処理や謝礼支給について助言
法人税等の対応について助言

法人立ち上げの際に定款の作成
地方法務局への申請

代表チームユニフォームスポンサー契約

物品寄付　就学支援家庭などに提供

ヤバイエルエルシー

業務助言



▲3.運営者の負担大、お金を扱うリスク

SFB川口CREW（法人サポーター）を募集
→企業と連携して負担軽減
　・ミズノダイレクトで川口クラブグッズの販売を委託
　　　→集金不要（直接販売）、分配不要（直接配達）
　・チケットぴあ社 スクール会員管理サービス・スク×スクを導入
　　　→月会費をカード決済・引き落とし
　　　→体験会、希望者参加型スクールの実施も容易に
　・ネクストベース社 個別最適型オンライントレーニングメニュー
→支援者からの寄付や専門的知見や会計指導をいただく　
▲会計業務等の事務職の配置が必要　

SFB川口CREW
法人サポーター



今後の課題

課題：受益者負担を増やさずに、指導者の待遇をあげる

これでは部活動地域移行にはならない

スポーツにはお金がかかる

指導者手当
（謝礼・交通費等）

道具・備品代 アウトソーシング
（専門家・システム）

受益者が負担する

負担が大きく、気軽に所属することができない



今後の課題

課題：受益者負担を増やさずに、指導者の待遇をあげる

・安定した資金を集める手段を確立する
→川口クラブCREW（個人）・SFB川口CREW（法人）
　サポーターズクラブを開設（令和７年）

・人材の活用と機材の運用
→川口クラブスタッフ・個人トレーナー・実業団野球部の
　野球教室の実施
→バッティングマシン、測定器などを運用する



今後の課題

課題：受益者負担を増やさずに、指導者の待遇をあげる

OB・OGの保護者

川口クラブCREW
個人サポーター

SFB川口CREW
法人サポーター

社会人になったOB・OG
地域の企業

運営協力できる企業

指導者手当は会費で、それ以外の費用は協賛金で賄う

賛同していただける地域の方



目指すクラブのカタチ

手当1日5,000円

関わるすべての人たちが満足する持続可能なスポーツクラブ

指導者への待遇
グッズ・備品支給

交通費支給
資格・研修費用補助

保護者負担
会費5,000円までに抑える（土日外部委託で引き上げ予定）
就学援助家庭への支援充実（要保護半額、準要保護３分の１）

夢をかなえる
ハイレベルな指導提供

楽しくスポーツ
ができる環境

支える人が輝く環境
スタッフ、サポーター

指導に対する手当の支給



一般社団法人SFB川口

ご清聴ありがとうございました！
共に埼玉県の子どもたち、スポーツのために


